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SUllun.ary 
Egami-buntan is commercially popular as a secdless and pink-colorcd pummelo. 
Whcn pollinated with Natsudaidai (C. nalsudaidai HAYATA)， Hassaku (C.hassaku Hort. 
ex TANAKA) ancl Hirado“buntan (C. grandis OSBECK)， Egami-buntan produced very seccly 
fruits， 0丘enwith more than one huncl1'ed secls. Emasculated and non幽pollinateclflowc1's 
p1'oducecl sccdless fruits. This inclicates its ability of autonomic pa1'thenocarpy. Self-
pollinatecl flowe1's p1'oclucecl secdlcss f1'uits ancl sometimes seecly f1'uits with a very few 
secls. This suggests that the pummelo cultivar is self-incompatible. The vcry few seecls 
a1'e 1'ecognizecl to have a1'isen from self-pollination on young flower buds. Uncle1' open-
pollination in the Egami-buntan orcharcl whe1'e a few t1'ees of Natsuclaiclai and Hassaku 
a1'c plantecl， we obtainecl to some extent seedlcss fruits along with seecly fruits with scvc1'al 
scecls. Ave1'age numbc1' of the seecl pe1' fruit was 3 ancl 6 in the 1'espective expe1'imental 
ycars. Pollcn of thc Natsuclaidai ancl Hassaku trecs wc1'e more 01' les e丘ectivein setting 
seecls on the open四pollinateclfruits， although flowe1'ing came earlier in the pollen parents 
than in the seccl parent. 
A 1'ecluction in fruit size with 1、ecluctionin sced number was apparent in the f1'uits set 
ii'om the pollination. Seedlcss ancl few seccled li'uits f1'om no口、 selfancl opcn幽pollination
were乱bouta haH、inweight of the very secdy 1'1'uits from the cross-pollination. Neverthe-
les， the seedles日台uitswere more than 400 gm in weight， they a1'e commercially 01' 1'easible 
size， ancl seecllessness is very 1'avo1'able 1'01' consum巴rs. Accordingly， the production 01' the 
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であることは広く知られ，その栽織に当っては受粉樹を混植する ζ とが常識となっている。外国











江上ブンタン (Citrusgrandis (L.) OSBECK) は長崎祭佐世保市江上地区 (1日江上村)で発生し
た品積である。徳J114代将軍家綱(1651-1680)の頃， J:/~回帰化人の子孫如猿氏がwî窓波来のブ
ンタンを江上村の住人l乙与.え，その稜子をまいて生じた突生が本滋の起源と伝えられている。現
在，江上地底でlO ha 前後裁縫されている。 ljl~で i沫はやや淡白であるが，よ長内が紅色で古M亥の












1971年 5 月24 日と1972 :l:1~5月15EJ f乙行った。自然受粉以外の受粉fRはいずれもつぼみ受粉を行い，
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実験結果
ナツ夕、、イダイ受粉区では87.596および86.796の結実ネを示し，平戸ブンタン受粉区では75必，
ハッサク受粉区では83.3形の結実権であった O 自家受粉の場合， 1971年には1096の結実率でもあっ
たが， 1972年には供試30花のうち半数の15花が結実し5096の結実率であった。事!f受粉底では10タ6
が結実し， I~ 然受粉区では25必の結実ネであった (Table 1)。
Table 1. Number of fruits set from pollination of Egami-buntan 
1971 1972 
一一一一一…
Pollen source Number of Number of Fruit set Number of Number of Fruit sct 
日owers fruit， percentagc 自ow目 S fruits percentage 
pollinated sct (%) pollinated set (%) 
Natsudaidai 40 35 87.5 30 26 86.7 
Hirado-buntan 40 30 75.0 
Hassaku 30 25 83.3 
Self-pollination 40 4 10.0 30 15 50.0 
Non-pollination 40 4 10.0 
Open-pollination 80 20 25.0 
他家受粉したよR実はいずれも多数の種子を含み， 1Hf核果は全くみられなかった。ナツ夕、、イダイ
受粉の場合，試験年度により 1呆当り合絞数lζ差;途がみられた O また，平戸ブンタンまたはハッ
サクの花粉を受粉した場合，ナツダイ夕、、イの花粉l乙比較して多数の穂子を生じた。無受粉留では，
当然の ζ とながら，すべてが1Hf核果であった。自家受粉区では， 1971年には結実した 4:lif~のいず
れも無核果であり， 1972年には15来9'9 来が1! f核であった。残りの 6 来には 1~4 粒の積:子が含
まれ，平均合核数は 1約:であった。自然受粉の場合， 1971年にはラベルして結実した20*より無
作為にとり Ulして調資した9米のうち4来が無核で，残り 5来にはj註ir:j15t立を含み，平均合核数
は3.5粒であった o 1972年には， 自然受粉栄より無作為lζ15J長を採取して調奈lと付したところ 3
9 栄が無核で，残り 6 来 I乙様子を含み，段i~:j22中立を数え，平均ft核数は6.3であった (Table 2)。
栄突の大きさは，他家受粉区の合核数の多い果実が明らかに大きかった (Table3， Fig. 1)。他
家受粉した果実が約 800gから 1kg前後の設さであるのに対し，世話受粉，自家受粉および自然
Fig. 1. Egamトbuntanfruit. 
Lefl to I'ight: Pollinated with Hassaku and Natsudaidai， self-pollination， and open句pollination.
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Open-pollination 0-22 6.3 9 15 
21.0 
15.8 





























































































































受粉の無核果や少核果は 400gないし 500gで，大きいものでは 600gに速したが，他家受粉来
のおよそ半分の重さであったO
他家受粉詰開では，ハッサク受粉区が設も大きく，ついでナツダイダイ受粉区，王子戸ブンタン















し， 1972年には30花中半数の15花が給災し， 9巣が無紋であった。上述したように， iLf::ブンタ
ンは!民珠も花粉も健全な受精能力を有するから，ぞ!家受粉によって高率に無核糸を産したことは，
本穏が自家受粉では受精し得ない，自家不和合性品種であることを物議るものである。
1972年κは， 15来のうち残りの 6~長が 1-4 粒の種子を含んでいた。その内訳は 1 栄が 1 粒，
2~長が z 粒， 2果が3粒 1栄が4校の合核であった。カンキツ類の自家不和合性品種では，自
家受粉でまれに穂子を含む場合があり3)J2) ヒュガナツでは，つぼみ自家受粉で多少であれ稜子
形成がみられている6)。著者らも，ハッサクの開花3-5[ヨiltrのつぼみに自家受粉し少数の穏子
を符， r~l 家受精実生を育成している O このような秘子形成は，安田川がベチュニアの自家受粉
の実験で~t[~IE したように，つぼみでは自家の花粉符の1JIIl乏をHl. 'tl与する物質が十分に生成されてい
ないために部分的に受精が行われたためとJW釈される o ;，j，:実験の1972"1ミ!立には 5月中旬l乙受粉
したため， IJf花3-4 IJlifのつぼみを多少ではあれ供試した。 1-4粒の滋子を合んでいた来災
はこのような幼いつぼみが結実したものと思われ，花粉管の伸長j盗容が十分に怒らず，部分的に
受精したがi来と考えられる O
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ダイダイやハッサクの巡れ花は江上ブンタンの盛花j切に開花するので，その花粉が受粉にあづか
る場合はありうる o fl 然受粉の場合は当然 rJfW~後 lこ受粉されるので，自家の花粉は受粉されでも





他家受粉援の結実ネlま， 1!!~受粉区， I~I 家受粉区，自然受粉fKK比べてはるかに高い。これは他
家受粉により生じた積子において，オーキシンなどの着巣を助長する純物ホノレモンが生成される





















iI: J:ブンタンは無核で内紫のブンタンとして di場で!<f，l'fを博している O 交配~!倹のあi;月L ，この
縦十五位は 1:1 家不和合性lζ~~づくことが切らかになった O 官lf1安来 lま，他家受粉した多数の種子を合
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